















　2015 年 9 月 11 日から 19 日まで、第 3 ユニット関連の 5 人で 2 回目のテヘランでのシンポジウムに行って参り
ました。その報告も交えてお話しいたします。
　われわれ第 3 ユニットの「イラン・プロジェクト」は、共生に基づく 22 世紀の世界哲学を構想するために「イ
ラン」という視座（パースペクティヴ）を取り、そこから、西洋中心の哲学を新たに組み替えようという問題意識










































































































































　アリー・シャリーアティーは 1933 年生まれ、フランスで勉強し、1964 年に帰国してイスラームの側から西洋
（直接的には当時のパーレビ体制）批判を行って反体制運動のリーダーになるのですが、すぐに投獄されています。
1967 年から、今回われわれが訪ねたマシュハド─彼の故郷でもあります─のマシュハド大学でイスラーム史を教
えますが、1971 年に解任され、その後はテヘランで民衆に対して改革を求める講演活動を続けて 1973 年に再び投
獄、1 年半後に釈放されますが、1977 年に亡命先のイギリスで怪死を遂げています。暗殺であろうと言われていま
す（櫻井秀子による解説）。
　彼の思想は、端的に言うと、パーレビ体制の背後にある西洋モダンを、イスラームを新たな視点から読み直すこ
とによって批判し、イスラーム的な意味での「民主主義（平等思想）」に基づいた新たなイスラーム社会を作ろう
というものです。つまり、単に過去のイスラームを現代に回帰させて西洋に対立させ、これを批判したのではな
く、西洋を批判するために伝統イスラームを新たに読み替え、因習的なイスラームをも徹底的に批判・革新した、
という点が重要なのです。イランで「シャリーアティーはイスラーム復古主義だろう」と言うと、そうではなくイ
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スラーム革新主義だと何度も言い返されました。では彼のイスラームの読み替えとはいかなるものか、ここでは黒
田壽郎先生の解説に沿ってお話しします。
　一言で言うと、シャリーアティーの功績は、イスラームの中心である「タウヒード（神の唯一性）」に新たな解
釈を施し、それに基づいて「ウンマ（共同体）」の理解を革新したこと、そしてそれに基づいて、西洋近代でも中
世イスラームでもない、新たな、真に民主的な社会を構想した、というものです。
　まず「タウヒード」ですが、これは伝統的に「唯一の神からすべてのものが生じた」、「すべてのものを一に帰し
て解釈する」（黒田）もので、いわゆる「存在一性論」に他なりません。これはイスラームの根底にある考えであ
り、多くの場合形而上学的・理論的に理解されています。例えば井筒俊彦の仕事（『イスラーム哲学の原像』）に
よって知られるようになったイブン = アラビーの「存在一性論」などです。シャリーアティーの功績は、現実か
ら遊離して形而上学的議論に終始していたこの「タウヒード」理解を、イラン革命前夜のイラン社会の現実に結び
つけて実践的な理論として解釈し直したこと、そしてそれをウンマ＝共同体論に結びつけたことにあります（一般
にシャリーアティーによるイスラームの新解釈とは、「現実から遊離した形而上学的思弁的な解釈」から、「現実の
中で働き、現実を変えうる原理」へと読み替えることです）。
　シャリーアティーの解釈では、「タウヒード」の意味する「一性」とは、形而上学的思弁の主題ではなく、あら
ゆる二元性（「シルク」＝精神と物質、現象と実態、現世と来世など）の元にあり、すべてのものがその現れ、「徴
（アーヤ）」であるようなものであり、それによってあらゆるものが同等・平等（一）であるような一性です。
　この「タウヒード」の解釈は、黒田先生によれば、あらゆる被造物に関して、①等位性、②差異性、③関係性、
という三つの特性を与えます。
　①唯一の神から生じたゆえに、すべてのものは等位である。
　②すべてのものは相互に絶対的な差異を持つ。同一のものは決してない。
　③すべてのものは相互に関係を持っており、他から切り離されたものは存在しない。
　この前提のもとで、すべてのものは②絶対の差異をもちつつ、①平等なものとして、③互いに結びつき、真に民
主的な民衆のウンマ＝共同体を形成します。そして、この新たなウンマ理解からするシャリーアティーの腐敗した
パーレビ体制への批判は、「支配的政治権力・経済的権力・それらと結びついた聖職者層」という、三位一体と
なって展開する抑圧的な権力としての「一」に、真に「神の代理人」たる民衆が取って代わるべきだ、というもの
です。
　このようなシャリーアティーのイスラーム（神の一性）の新解釈が、本論の１．で論じた、スフラワルディーの
照明哲学に基づいた「一即多」と同型であることが分かると思います。相互に平等な絶対の差異が、その特異性の
ままに関係を持つこと、それこそが真の「一」に他ならないのです。
　このような「一」の見方、「差異の反復」を原理として、それによって開かれる現象学的・解釈学的空間におい
て「比較哲学」を行うことが、さしあたりわれわれの考える、＜イラン＞を視座とした新たな「東洋哲学」の構想
なのです。
